
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

スイングロータはアングルロータに比べペレッティングに適しており、特に沈殿量が非常に微量な場合には

有利となります。一方、TC チューブはチューブ底部がコニカル形をしており、遠心後に沈殿物が底に集まり

やすいという特徴があります。 

今回、50TC コニカルチューブを用い、スイングロータとアングルロータの沈殿状態の違いを観察しましたの

で報告致します。 

 

 

 

１．遠心条件 

   遠心機 ： CR-GⅢシリーズ高速冷却遠心機 

   ロータ  ： R8S 形スイングロータ（4 本架け） 

          R15A 形アングルロータ（10 本架け） 

   遠心管 ： 50TC コニカルチューブ 

   回転速度 ： R8S 形スイングロータは 8,000rpm 

               R15A 形アングルロータは 8,910rpm 

    最大遠心加速度 ： 11,500 xg 

 

 

２．実験方法 

   50TC コニカルチューブにベントナイト液を 40ml 分注する 

       ↓ 

   R8S 形スイングロータは 8,000rpm、R15A 形アングルロータは 8,910rpm でそれぞれ 5 分遠心する 

       ↓ 

   遠心後のペレットの状態を観察し、写真撮影する 
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下記結果より、スイングロータはアングルロータよりもペッティングに適していることがわかります。 

結 果 

ペレットがチューブ底へ溜まり、回収が容易
R8S 形スイングロータ 

R15A 形アングルロータ 
ペレットがチューブ角部に

はまり込む 

ペレットがチューブ壁から

ずり落ちる 


